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We propose a system to provide passengers with information on their current position and history 

of their movement together with their personal information. This system is composed of active type 

RFID tags held by passengers or attached to trains, receivers located at stations and on board trains, 

and a server computer which stores personal information on passengers including their e-mail 

addresses and holding tickets. The server calculates and stores the positions of passengers based on 

information on the receivers that have detected their tags and delivers appropriate guidance 

information by e-mail on cellular phones. It is also possible to notify passengers of the arrival of a train 

that can be detected by the tag attached to the train. We manufactured a prototype system and 

confirmed that its basic function correctly worked through an experiment on our premises. 
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1.はじめに

GPSデータや改札機通過情報によって利用者の位骰を検

知し，それを案内タイミングとして利用者のプロファイル

に応 じた情報提供を行うシステム1),2),が登場している。しか

し両方式とも検知粒度に課題がある。そこで我々は数メー

トル範囲において数秒単位で龍波を発信するアクティプ

RFIDタグを用いた位骰検知および情報配信システム 3)を鉄

道に適用した旅客案内システムおよび乗車履歴システムを

提案する。本稿ではこのシステムの概要およびプロトタイ

プの所内試験について述べる。

2.位置検知・情報配信システムと鉄道への適用

< 2.1>位置検知・情報配信システムの概要

位置検知 ・情報配信システムは， RFIDタグ，受信機およ

ぴ位四サーバ，情報配信サーバから構成されている。

● RFIDタグ

利用者に保持されるアクティブ型の無線タグである。送

信周波数は314.950MHz，通信距離は最大20m程度であ り，

タグIDを1~7秒程度の間隔で送出している。大きさは4cm

X3cmだが，これはコイン型リチウム鼈池のサイズに左右

されている（図 1左）。

● 受信機および位置サーバ

受信機は無線タグの発するタグIDを受倍する。受信機（図

l右）の 2つのアンテナのうち， 一方はタグの無線受信用で

あり，もう一方は受信機同士で動的な無線伝送路を形成し，

受信したタグIDを位置サーバまで転送するためのものであ

る。受信機感度は調節が可能であるため，受信機の設箇数

こ
図 I RFIDタグ（左）と受信機（右）

やレイアウトとも併せてシステム設計することで位置精度

を変えることができる。

位置サーバはどの受信機がタグIDを受信したかの情報か

らそのタグの位置を計箕し，利用者の位骰を特定する。

● 情報配信システム

情報配信サーバは位屈サーバからの位置情報を元に，各

利用者の位骰やプロファイルに応じた情報をあらかじめ登

録された携帯亀話のメールアドレスに配信する。

<2.2>鉄道への適用に向けた改修

位置検知・情報配信システムを鉄道において旅客案内シ

ステム（利用者の状態と切符情報に応じた情報を提供する）

や乗車履歴システム（各利用者の乗車履歴を取得する）に適

用することを目指し，基礎的な改修を行った。鉄道に適用

する場合，以下の点を考慮する必要がある。

● 利用者が徒歩等で地理的に連続して移動するのとは

違い，駅→列車→駅と移動し且つ列車自体も移動する。

● 地上～車上間で連続的な通信を行えるとは限らない。

● 利用者単体だけでなく，利用者と列車の相対位置を考
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慮する必要がある。

● 位胚だけでなく利用者の状皓変化（移動の流れ）を判断

する必要がある。

● 切符等の利用者プロファイル情報が必要である。

これらの考慮点をふまえ，＜2.1>のシステムを以下のよう

に改修した。

(1) 車内には車上位骰サーバを設骰した。車上位骰サーバ

は対地上通信が切断している間を駅間と判断し利用者

の乗車履歴（検知された車両と乗車区間）を蓄積する。

(2) 情報配信サーバは利用者や列車の位阻と状態変化によ

って情報配信のタイミングを決定するアルゴリズムを

実装した。また列車の情報（タグ ID,列車種別）および

利用者の切符情報の管理機能を実装した。

3.所内試験

総研所内の実際の車両と模擬駅を用いて実験を行った。

<3.1>実験構成

実験構成を図 2に示す。
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図2 実験構成

地上は駅を模擬した地点が 2ヶ所あり，ネットワークで

接続している（A駅 B駅）。また 1両の車両があり，どち

らかの駅に到舒すると無線LANで地上と通信を行える。利

用者および列車は RFIDタグおよぴ携帯雹話を持って移動

する。 2駅および列車内には複数の受信機と位囲サーバがあ

る。 A駅側には情報配信サーバがあり， 2駅および車内の位

骰サーパから利用者の位置情報を染約した後，各利用者の

状態に適した情報を含むメールを作成し，利用者の携帯鼈

話宛に送信する。

<3.2>位置決定方法と移動シナリオ

に車上位屈サーパの乗車履歴が転送された時点であり，情

報配侶サーバから ［△△駅に至1j着しました。 00方面は 1

番出口， xx方面は 2番出口です］等の降車後の案内メー

ルが送信される。

実験では以下のシナリオで利用者が移動し，動作を確認

した。(I)A駅で列車に乗り．B駅で下車またその反対 (2)A

駅乗車～B駅（一旦ホームに出る） ～A駅降車 (A駅～B駅

~C駅を模擬） （3)ホームには列車Xと列車Yを待つ利用

者がそれぞれ1名ずついる。最初に列車 Xが到培し 1名乗

車，次に列車Yが到着しもう 1名が乗車（4)利用者がホー

ムで列車を待っていると列車が到着しメールが来る（5)既

に列車が到着しているホームに利用者がやってくるとメー

ルが来る

B駅

<3.3>結果

上記のシナリオにおいて，列車乗降案内に関する情報配

信は想定通り行われることを確認した。携帯電話は

DoCoMo, AU, vodafoneの3社を使用したが，会社の違い

によるメ ール受信タイミングは大きく違わなかった。 しか

しシステムの構造上，インターネット～携帯鼈話会社内ネ

ットワークの部分については本サービス提供者が制御でき

ないため，メール配信のタイミングにばらつきが出る可能

性がある。

4.まとめ

アクティブタイプの RFIDタグを用いた位置検知および

情報配信システムを鉄道に適用し，旅客案内システムや乗

車履歴システムを実現するための基礎的な改修および実験

を行った。総研所内において実際の車両と模擬駅に仮設し，

想定される基本的な移動シナリオで問題なく動作すること

を確認した。

鉄逍においては将来複数の位骰検知システムを併用して

連続的できめ細かいサービスの提供が考えられるが，本提

案方式もその位骰検知方式の 1つとして有効である。今後

は位四判定アルゴリズムの改良，実運用のシナリオや更な

る技術的な課題を検討する予定である。
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今回は「ホームで乗車案内」と「降車後のホームでの案

内」を行った。 「ホームで乗車案内」をするタイ ミングは，

ホームの受信機において｛列車タグ，（該当する列車の切符

を持つ）利用者タグ）が双方検知された時点で 【xx行き

00列車が到着しました。あなたの降りる駅は△△駅です】

等の乗車案内のメールが情報配信サーバから送信される。

「降車後のホームでの案内Jをするタイミングはホームの

受信機において｛列車タグ，利用者タグ）が検知され，更
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